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多成分系出発物質として玄武岩質の系と，流紋岩質の系，および隕石の系からのメルト蒸発実験を行い，化学
組成および酸素同位体組成の変化を調べた．玄武岩および隕石の系では蒸発によってd 1 8 - O値が著しく減少した．
化学組成の変化では，隕石の系から不調和蒸発により結果的に濃縮する成分はa n o r t h t i eであり，玄武岩や流紋岩
の系ではg e h l e n i t eであることがわかった．また，C 1 - l i k eの系ではd 1 8 - O値の減少の間C a O - A l 2 O 3だけでなくM g Oも
増加していく．酸素同位体比の低いコンドルールは1 Pa以上の条件で多成分系珪酸塩マトリクス（マフィックな
組成）の溶融と不調和蒸発で作り出すことができる．

コンドルールの形成は惑星物質が最初に経験した溶融（マグマ）過程である．産状や化学組成的な性質から，
その前駆物質はマトリクス構成鉱物と同じものであろうと考えられている．しかしながらA l l e n d eの未変質のコン
ドルールの酸素同位体組成の多くは新鮮なマトリクス部（d18-O = ̃+5 per mil）と同じかあるいはそれよりも低い
(-2-+5 per mil)．現在のところ，これは主に1 6 - Oに富むH 2 Oとの酸素同位体置換反応があった結果と説明されてい
る(Clayton et al., 1983)が，マトリクスのような多成分系出発物質からのメルト生成とその蒸発による化学組成変
化と酸素同位体分別を一緒に考えることは，隕石の成因や形成過程を正確に理解する上で非常に重要であるため
実験的に検討してみた．

多成分系出発物質として玄武岩質の系(An50Di30Fo20，An70Di20Fo10, Natural basalt)と，流紋岩質の系(Natural
o b s i d i a n )，およびA n 1 2 O l ( F o 8 3 ) 8 8のC 1コンドライト的な系と合成A l l e n d e隕石を用意し，それらのメルトからの蒸
発実験をT = 1200-1700 degC，P = 0.1M-0.01 Paの条件で行い，化学組成および酸素同位体組成の変化を調べた．

実験の結果，玄武岩および隕石の系では全て，蒸発によってd 1 8 - O値が著しく減少した．これはWalter and
Clayton (1967)やFloss et al. (1996)の実験結果とは全く逆の傾向であるが，彼らの実験条件ははるかに高温( ̃  2 5 0 0
d e g C )で低圧(1E-4 Pa)であったために負の分別は観測できなかった可能性がある．このd 1 8 - O値の減少は蒸発時間
よりも主に圧力に依存し，0.9 Pa付近では100 minで-23‰の分別が起こり，0.01 Paでは100 min経過しても分別は起
こらなかった．約1 Pa以上の圧力条件ではメルトの発泡は非常にゆっくりと起こるが，それ以下では活発な沸騰
がいつまでも続いていた．一方，高アルミナ質玄武岩と流紋岩質の系からは非常に活発な沸騰が起こるが，３時
間までの酸素同位体分別は圧力0.03 Paでもそれぞれ- 0 . 4から- 0 . 7と+ 0 . 1から+0.2 per milと変化は小さく，これらの
メルトは酸素同位体的にきわめて安定であることを示した．以上の実験結果は蒸発時の酸素同位体分別には明ら
かな圧力および化学組成依存性があることを強く示唆し，蒸発過程のv a p o r - l i q u i d間の分別係数は1 . 0以下とは限ら
ないことを表している．

化学組成の変化では，どの実験においてもメルトはS i O 2に乏しくなりr e f r a c t o r yな成分の濃縮が確認された．こ
の際，隕石の系から不調和蒸発により結果的に濃縮する成分はanorthtie (CaAl2Si2O8)であり，玄武岩や流紋岩の
系ではgehlenite (Ca2Al2SiO7)であることがAl2O3 vs. CaOの組成変化からわかった．特に，メルトのC a / A l比と
d 1 8 - O値には明瞭な負の相関がある．また，C 1 - l i k eの系ではd 1 8 - O値の減少の間C a O - A l 2 O 3だけでなくM g Oも増加
していく．これらの急冷物質には典型的なbarredやporphyritic olivineが含まれていた．

このように，酸素同位体比の低いコンドルールは1 Pa以上の条件で多成分系珪酸塩マトリクス（マフィックな
組成）の溶融と不調和蒸発が起これば作り出すことができる．
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